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ここにあげるのはひとつの ｢報告｣である｡ つまり, ドイツ連邦共和国において口頭発
表 された講演草稿 (独語),帰国後これまでに公表 された文書,がほほそのままの形で残
されている｡ それは,長崎大学の一研究者が長崎市民 ともども2年間の歳月を費や しドイ
ツについて,日本について,そ して ｢原爆 と戦争｣をテーマに研究 と勉学を積み重ねたう
えで,実現にいたった ドイツにおけるシンポジウム,講演会,交流会の記録である｡ 長崎
市民による ドイツとの ｢学術的な交流｣がここに実現 したのだ,と述べることもできる｡
それは,従来にないきわめて新 しい試みであった｡
だが,まことに残念ながら本紀要の紙幅には制限がある｡ 省略を余儀なくされた部分が
多々あるのである｡ たとえば ｢帰国報告会｣の際,溶暗以外の渡独 した一般市民 7名全員
が,各自5分間の興味深い ｢帰国報告｣を行なったが,Ⅱ.にあげる二つを除き,すべて
を掲載するにはいたらなかった｡フランクフル ト学派の問題意識,ベル ト･ブレヒト (1898-
1956)の諸作品,ルイゼ ･カシュニ ッツ (1901-1975)の詩 "ヒロシマ"などを扱ったハ
イデルベルク大学ヘルムー ト･キーゼル教授の意義ある発表,溶暗の発表のひとつ ｢日本
の初期原爆文学｣(FRtJHEJAPANISCHEATOMBOMBENLITERATUR)1) もここに
は残 されてはいない｡愛敬恭子氏の二つの発表のうち ｢被爆体験 と放射線障害｣(tiber
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ことのほか,あらたに ｢被爆者｣をなの りでて,長期間の調査 ･研究 ･勉学に精魂をか
たむけ,そのうえはるか ドイツにまで赴き発表をおこなった田川,愛敬両氏の平和を祈念
する行動の真撃な情熱には,かぎりない共感 と敬意を表 したい｡
7名の市民のためには,公的な催 し時にかぎりドイツ側が通訳を用意 して くれたが,田
川,愛敬両氏の発表が,その都度 ドイツの人々におおきな感動を与えつづけたのは,渡独
前 日本語の草稿を正確で流暢な ドイツ語に翻訳 してくれた長崎大学外国人教師ゲアハル ト･
ファーデン (Dr.GerhardFaden)氏の尽力による｡ 溶暗の ドイツ語草稿の校正に意を
尽 くして くれたのも氏である｡ ここに深 くお礼申し上げたい｡
なお,広島平和記念資料館からは ドイツの会場それぞれに ｢ヒロシマ ･ナガサキ原爆写
真ポスター｣i縦90cm,横60cm, ドイツ語版, 1セット30枚組tおよび二本ずつのビデオ ･
テープ j｢ヒロシマ ･母たちの祈 り｣ (カラー,一部白黒,30分),｢ヒロシマの証言｣ (カ
ラー,27分)‡ を無料でご送付いただいた｡ ビデオ ･テープともどもポスターは,シンポ
ジウム,講演会会場で掲示された後には,ハイデルベルク大学 ドイツ語 ･文学研究室をは
じめ二つの高校,マンハイム市に寄贈された｡今後はすえなが く教材 として使用され,あ
るいは市民のために展示されることになる｡ ドイツ連邦国会議員エゴン ･エ ツトナー教授
へ別途送付 されたこれら一組 も,今後折 りをみつつ必要に応 じドイツにおいて ｢平和｣を










私 ども8名は今回 ドイツにおいて ｢原爆 と戦争｣をテーマにシンポジウム,講演会,市
民交流を行ってきました｡一昨年 5月から2003年の本年 5月まで, 2年間,月一回づつ合
計23回 ｢手づ くり市民大学｣に集い,おお くを学んだうえで実現にこぎつけたのです｡
3年前 (2000年)の春 ドイツ ･ハイデルベルク大学 日本学研究室へ長崎原爆関係文献 ･
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資料を送付,寄贈 したのがそのきっかけでした｡以後 ｢生の声｣をドイツへ届けられない
ものかと考えた末に ｢手づ くり市民大学｣が発足 したのでした｡




















｢手づ くり市民大学｣開催期間 :2001年 5月～2003年 5月,2年間,
毎月 1回,合計23回







































25日 自由行動｡ [ワイン村 St.Martin(サンク ト･マルチン)訪問]
26日 17:00-20:00 ハイデルベルク大学 ドイツ語 ･文学研究室
28 潰崎 -敏､愛敬 恭子､田川 檀子､波崎 欣子
｢原爆と戦争｣シンポジウム｡ 終了後 :夕食会 ･交流会





⑤ ヘルムー ト･キーゼル教授 ｢ドイツの原爆文学｣(30分)(独語)
27日 マンハイム着｡19:00-20:00 マンハイム市後援
｢原爆と戦争｣講演会,質疑応答｡終了後 :夕食会 ･交流会
発表 :① 溶暗-敏 ｢導入および原爆投下にいたる日本の戟争史,および日本の原爆文
学より4つの詩朗読｣(20分)(独語)
② 愛敬恭子 ｢原子爆弾と放射線障害について,個人的体験もまじえて｣(20分)
28日 ドイツ連邦国会議員エゴン ･エツトナー教授主催の招待 ･市民交流
[収穫祭,プール開き,結婚式,素人芸術 (絵画,彫刻,工芸)のバザーつき
展示 ･販売会等々への出席]




発表 :(∋ 演崎-敏 ｢導入および原爆投下にいたる日本の戦争史,および日本の原爆文
学より4つの詩朗読｣(20分)(独語)
② 愛敬恭子 ｢紙芝居｣の上演 :｢わたしの被爆体験｣(20分)
7月1日 シュットガル ト見学｡ホームステイ ･ホス トの方々を夕食に招待 ･交流
2日 マンハイム着
3日 11:00-13:00 フォイデンハイム進学高等学校
｢原爆 と戦争｣講演会,質疑応答｡終了後 :昼食会 ･交流会
ドイツにおけるシンポジウム :｢原爆と戦争｣ 29
発表 :① 溶暗-敏 ｢導入および原爆投下にいたる日本の戦争史,および日本の原爆文
学より4つの詩朗読｣(20分)(独語)
② 愛敬恭子 ｢紙芝居｣の上演 :｢わたしの被爆体験｣(20分)
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崎のことを知ってもらいたいと考えていましたので,今回の企画は市民交流,ホームステ
イをふ くめすぼらしい体験でした｡同行 したみなさんとともに有意義に,楽 しく,無事に

































dermodernenZeitu.a.WirhabenesvonAn fanganzum Zielgesetzt,in 1-2










































































































36 墳崎 -敏､愛敬 恭子､田川 稽子､演崎 欣子
MeineMutterwargeradezurGemeindebeh6rdegegangenundbefandsichauf





























































































An fangswarmanim Siegestaumel.Aberim JahrnachKriegsausbruchbegannen


































































































ドイツにおけるシンポジウム :｢原爆 と戦争｣ 41
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Behandlung.BesondersalsichdreiundvierzigJahrealtwar,brachp16tzlicheine
Krankheitaus,dienahezueinJahrlanginderXlinikbehandeltwurde.Schlieβlich
wurdeeinArzneiexanthem festgestelt.Dreimalwarichden Todenahe.Taglich
erhieltichBluttransfusionen,hohesFieberdauertean,derK6rperwurdeschwarz
v｡nBlutblasen,indi｡S｡mLeid｡ndacht｡＼ichandieM｡nsch｡n,diedurchdieAt｡mb｡mbe
gestorbenwaren.Soschlechtesmirging,meinMannundmeineTGchterpflegten
michmitHingabe:DaswardocheinGltick.DieOpferderAtombombehatten
niemand,dermachihnensah.Wiebittermuβdasgewesensein!ImGedankendaran
wurdemirleichtundwarm unsHerz,undichkonntediek6rperlichenSchmerzen
tiberwinden.Auchspater,wennichkrankwurde,dachteichunwilktirlichandie
AtombombeundwurdevonmeinenT6chternausgelacht.Ichkommedochwirklich
meinLebenlangvom Xdegnichtlos,denkeichdann.
GewiJSistesderMensch,derKriegeaus16st.AberessindauchwirMenschen,
diesichbemtihenk6nnen,keinenKriegmehrzuzulassen.AlsdieAstronautendie
ErdevomWeltraumaussahen,sagtensie,dieErdeseieine"OaseimKosmos'.Yon
denMenschen,dieaufdieserOaseihrkostbaresLebenhaben,sin°tiber54Milionen
OpferdesZweitenWeltkriegsgeworden.Bedenktmandies,SodarfmandenFrieden
heutewirklichnichtgerlngSChatzen.
AIsPapstJohannesPaulII.Nagasakibesuchte,sagteer:"AufdieVergangenheit
zurtickblicken,heiJ3tVerantwortungftirdieZukunfttibernehmen".DiesesWorthat
sichmirtiefeingepragt.Eswurdevieleichtzum An triebftirmeineReisenach
Deutschland.
MeineDamenundHerren,IhreElternundGroJ3elternhabenvieleichtauch
unaussprechlichesLeidenim Kriegdurchgemacht.Einnochgr6J3eresLeidenals
dasJapanskonnteichinden Kurskennenlernen.Esistwunderbar,daJ3ichSie
trefenkonnte.Ichbindankbardaftir.Wolenwirunszusammendarum bemtihen,
dasEndevonKriegundAtomwafenaufderErdem6glichzumachen.
VielenDank!
注
1)今回の ドイツにおける発表のために研究､まとめられた慣崎-敏著 :FRtJHEJAPANISCHE
ATOMBOMBENLITERATUR､『長崎大学教育学部紀要一人文科学-』第67号､2003年6月､
からの要約である｡
2)愛敬恭子は2000年12月1日付け文芸社より 『被爆哀歌』を出版 した｡
3)本稿のこの第[章は､演崎-敏著 :EINBERICHTUBERDIEFASCHISTISCHELITERATUR
INJAPAN､『長崎大学教育学部紀要一人文科学-』第62号､2001年3月､2頁および8頁から
そのまま引用されたものである｡
4)直訳すると次のようになる｡｢生命の音｡被爆女性の体験､ ドイツの生徒のみなさんのために自
ら描いた彩色紙芝居を用いて｣
5)ドイツ語の正式タイトルは ｢原爆と戦争｡被爆女性の体験｣である｡
